
（３）学校質問紙 

① 研修体制 

ア 学校全体の学力傾向や課題を全教職員で共有 

 

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 授業研究を伴う校内研修の実施回数 

 

           

     

 

 

 

  

○ 授業研究を伴う校内研修の年間実施回数は、全国に比べて多く、７割以上の小、中学校が１５回

以上実施している。 

☞ 今後も、学力向上推進リーダー・推進教員を効果的に活用したり、互見授業やユニット型研修を

積極的に実施したりするなど、校内研修が活性化され、日常的な授業改善が図られることが必要で

ある。 

☞    

○ 学校全体の学力傾向や課題について、全教職員の間でよく共有している学校の割合は高く、中学

校は１００％である。 

☞  引き続き、学力傾向や課題を全教職員で共有し、課題解決に向けた組織的な取組が、学校全体で

継続的に行われることが必要である。 



ウ 全国調査と県調査を併せて分析し指導の改善に反映 

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［教科の正答率との関係］   

 

 

 

  

○ 全国学力・学習状況調査と山口県学力定着状況確認問題の結果を併せて分析し、指導の改善や指

導計画への反映を行った学校の割合は、全国に比べて高い。 

☞ 中学校では肯定的に回答した学校の方が、教科の平均正答率が高い傾向があるものの、小学校の

相関は見られない。教科の特質や児童生徒の学力傾向を踏まえながら、年間２回の検証改善サイク

ルの質を高める工夫が必要である。 

☞    



エ 子ども同士が考え話し合う道徳の時間 

 

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

［児童生徒質問紙との関係］ 

 

 

○ 道徳の時間において、児童生徒自らが考え、話し合う指導を行った学校の割合は、全国に比べ

て高い。 

● 道徳の時間に自分の考えを深めたり、話し合ったりする活動に取り組んでいたと回答した児童

生徒の割合は、全国に比べて高いものの、学校の回答との差が見られる。 

☞ 今後も「考え、議論する道徳」への転換を目指し、子どもたちが自分の考えをもとに表現・交

流し、その考えを広げ深められる場の設定を行うなどにより、自分を見つめ直すことのできる道

徳科の授業づくりを進めていく必要がある。 



② カリキュラム・マネジメント 

ア 各教科等の内容を、横断的な視点で、組織的に配列した指導計画 

 

            

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 子どもの姿や地域に関するデータに基づいたＰＤＣＡサイクルの確立 

 

           

     

 

 

 

 

  

○ 児童生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種データに基づき、教育課程を編成し、実施し、

評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立している学校の割合は、全国に比べて高い。 

☞ 今後も、コミュニティ・スクールの仕組み等を活用しながら、校長を中心に、全教職員が、児童

生徒の姿や地域の実状等と指導内容を関連付けながら、効果的な年間指導計画等の在り方につい

て、校内研修等を通じて研究を重ねるとともに、改善を図るＰＤＣＡサイクルを充実させていくこ

とが必要である。 

○ 指導計画の作成に当たって、各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育目標を踏まえ

た横断的な視点で、その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列している学校の割合は、全

国に比べて高い。 

☞ 今後も、校長を中心に、全教職員が「カリキュラム・マネジメント」の必要性を理解し、日々の

授業等についても教育課程全体の中での位置付けを意識しながら取り組むことが必要である。 



ウ 地域等の外部資源を含めた人的・物的資源を活用して指導計画を作成 

            

 

 

     

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 指導計画の作成に当たって、教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、地域等の外部

の資源を含めて活用しながら効果的に組み合わせている学校の割合は、全国に比べて高い。 

☞ 教科の正答率との相関は見られないものの、新学習指導要領の趣旨の実現に向け、コミュニテ

ィ・スクールの仕組み等を活用しながら、地域人材等の外部資源を効果的に組み合わせる「カリキ

ュラム・マネジメント」が求められる。 



③ 子どもに対する評価 

ア 積極的な評価の実施 

 

           

     

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［児童生徒質問紙との関係］   

 

 

 

 

 

 

○ 学校生活の中で、児童生徒一人ひとりのよい点や可能性を見付け、伝えるなど積極的に評価した

と回答した学校の割合は、全国と比べて高い。また、「先生が良いところを認めてくれる」と思う

児童生徒の割合も、全国に比べて高く、年々増加している。 

☞ 今後も、学校生活の様々な場面で、児童生徒に具体的かつ肯定的な評価を行っていき、子どもた

ちの自己肯定感を高めていく必要がある。 



④ 自主学習の充実 

ア 家庭での学習方法等の具体的な説明 

 

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 補充学習 

ア 放課後の補充学習の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 家庭学習の取組として、児童生徒に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えた学校の割合

は、全国に比べて高い。 

☞ 家庭での学習習慣の定着や効果的な学習を進めるためにも、家庭での学習方法や内容についての

具体的な指導を行う場や時間の設定、提出された家庭学習の適切な評価、理解できるまでの丁寧な

指導など、児童生徒が意欲的に家庭学習に臨める工夫をする必要がある。また、家庭との連携によ

り、学校と家庭の双方で、子どもの学習を支えていく体制を整えていく必要がある。 

● 放課後を利用した補充的な学習サポートを実施していない小学校の割合は、減少傾向にあるもの

の、全国に比べて高い。 

☞  放課後に限らず、各学校の実情に応じて、朝や休み時間等も利用しながら、児童生徒の学力状況

に応じた補充学習の充実を図っていく必要がある。 



⑥ 小中連携 

ア 全国学力・学習状況調査の結果の共有 

 

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 教育課程に関する共通の取組の実施 

 

           

     

 

 

 

 

○ 近隣等の小・中学校と、教科の教育課程の接続や、教科に関する共通の目標設定など、教育課程

に関する共通の取組を行った学校の割合は、全国に比べて高い。 

☞ 今後も、小中合同研修会等の機会を活用し、小中連携カリキュラムを作成・修正すること等によ

り、小・中学校で育てたい子ども像を共有し、学習内容のつながりを意識した取組を推進する必要

がある。 

○ 全国学力・学習状況調査の分析結果について、近隣等の小・中学校と成果や課題を共有した学校

の割合は、全国に比べて高い。 

☞ 今後も、各中学校区で、児童生徒の学力状況について具体的な情報を共有することで、小・中学

校のつながりを意識し、９年間で児童生徒を育てていく体制を充実させる必要がある。 



⑦ 地域との連携 

ア 全国調査の結果を公表 

 

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 地域人材を外部講師として招聘した授業の実施 

 

           

     

 

 

 

  

○ 地域人材を外部講師として招聘した授業を実施した学校の割合は、全国と比べて高く、年々増加

している。 

☞  キャリア教育の視点からも、今後もコミュニティ・スクールの仕組みを活用すること等により、

様々な分野における地域人材の発掘と効果的な活用を図っていく必要がある。 

○ 全国学力・学習状況調査の自校の結果について、保護者や地域に対して公表や説明を行った学校
の割合は、全国に比べて高い。 

☞ 今後も、コミュニティ・スクールの仕組みを活用すること等により、子どもたちの学力状況を保
護者や地域と共通理解し、成果と課題を踏まえた上で、学校教育を通じて育む資質・能力について、
認識を共有する必要がある。 



ウ 学校支援ボランティアの仕組みによる教育活動への参加 

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ ボランティア等による授業サポート 

 

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ボランティア等による授業サポート（補助）を行った学校の割合は、全国と比べて高く、年々増

加している。 

☞  子どもたちに対するきめ細かな支援を行い、地域全体で子どもを支える体制を整えるために、今

後も、コミュニティ・スクールの仕組みを活用すること等により、保護者や地域の人の参画意識を

高める働きかけをするなど、地域人材の効果的な活用を図っていく必要がある。 

○ 学校支援ボランティアの仕組みにより、保護者や地域の人が学校における教育活動や様々な活動

に参加してくれると答えた学校の割合は、全国に比べて高く、小・中学校ともに年々増加している。 

☞ 保護者や地域の人の学校への参画意識が高まっている。今後も、コミュニティ・スクールの仕組

みを活用すること等により、学校と保護者、地域の連携・協働を進めていく必要がある。 



⑧ 教育施設の活用 

ア 博物館や科学館、図書館の授業での活用 

 

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 博物館や科学館、図書館を利用した授業を行った学校の割合は、増加傾向にあり、全国に比べて
高い。 

☞ 今後も、博物館や科学館を利用して自然科学に興味をもたせたり、図書館を利用して、幅広い分
野の書物に触れ、調べ活動をさせたりする授業を展開する必要がある。 



学力向上に向けた今後の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果等から明らかとなった成果と課題を踏まえ、各学校の課題解決に向けた取組が具体化され、

適切な実施が図られるよう、各学校、市町教委、県教委の連携を一層強化するとともに、「やまぐち型地

域連携教育」の仕組みを生かした、学校・家庭・地域との連携・協働を基盤とした４つの重点取組事項

を柱に、子どもたち一人ひとりの確かな学力の定着・向上に向けた取組に、引き続き全力で取り組む。 

わかる喜び できる楽しさ 学び続けるやまぐちっ子      

～高めよう授業力 育てよう学習力～         

山口県学力向上   

キャッチフレーズ 

 

① 学校の組織的な取組 

 ○全国学力・学習状況調査、山口県学力状況確認問題を活用した年２回の検証改善サイクルに基づく取組の充実 

・学力分析支援ツールや「学力向上支援資料」等の活用による学校の具体的な成果と課題の表出・焦点化 

・課題解決に向けた「学力向上プラン」の見直し、全校体制での具体的な取組の充実 等 

 ○コミュニティ・スクール等の仕組みを活用したユニット型研修や授業評価の積極的な実施 

② 指導方法の工夫改善 

○日常的な授業改善の推進と授業力向上に向けた校内研修の活性化 

・「授業づくりと評価の手引き【改訂版】」等の指導資料の活用 

・学力向上推進リーダー等の効果的な活用による、各学校の課題に応じた具体的な授業改善（基

礎的・基本的な知識・技能の定着、数学的な表現力の育成等） 

 ○各種研修会への積極的な参加と、研修成果の共有・活用 

 ○「やまぐち学習支援プログラム」の効果的な活用 

③ 学習環境の整備 

 ○学習規律（きまり、けじめ、規範意識）の確立・徹底 

○学びを促す学習環境づくり（教室環境や学校図書館の整備、教材教具の整備等）の推進 

○地域人材を活用した学習支援体制づくり 

○小中の合同研修会や相互乗り入れ指導による各教科の専門性の向上など、校種間連携の取組の充実 

④ 学習習慣の確立 

○一人ひとりの課題に応じた補充学習の実施 

・「やまぐちっ子学習プリント」等の活用 

○児童生徒が計画的に家庭学習や自主学習を進めるための指導と評価の充実 

○家庭や地域との連携・協働に向けた積極的な情報発信 

・全国学力・学習状況調査と県学力定着状況確認問題の結果や取組方策について情報提供 

・学力分析支援ツール個人票を活用した家庭との児童生徒の学力状況の共有 

・コミュニティ・スクール等の仕組みを活用した、学力向上をテーマとした熟議の実施や学習支援体制の整備 

 

☆ 生活・学習習慣の確立 

 ○規則正しい生活リズムの定着 

 ○携帯電話・スマートフォンの利用、テレビの視聴、ゲーム等に関する家庭のルールづくり 

 ○計画を立てて、決めた時間・場所で勉強するなど、家庭学習の習慣化 

 ○「やまぐちっ子学習プリント」「みんなでチャレンジ学習プリント」の活用 

☆ 学校との連携 

 ○子どもの学習の様子等についての積極的な相談や情報共有 

 ○授業参観や授業評価、懇談会等への積極的な参加 

 ○学力分析支援ツールの個人票をもとにした子どもの学力傾向の把握と家庭学習の充実 

○コミュニティ・スクール等の仕組みを活用した学習支援ボランティアなどへの積極的な参加 

 学  校  

家庭・地域 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 学校の組織的な取組 

 ○年２回の検証改善サイクルを活用した取組の充実支援 

   ・学力分析支援ツールの活用による学校ごとのきめ細かな分析と課題解決に向けた具体的な取組支援 

 ○各研究指定校の取組支援 

 ○県教委との合同研修会等での、数学的な思考力・表現力の育成等、本県の学力課題の共有と、

改善に向けた施策や各学校の課題解決に向けた具体的な支援方法等の共通理解 

○指導主事の学校担当制による継続的・効果的な学校訪問による各学校に応じた組織的な取組の支援 

○課題解決に向けた「学力向上プラン」の改善、各学校の課題に応じた研修の実施等への支援の充実 

② 指導方法の工夫改善 

○校内研修での指導助言などによる、各学校の学力課題の解決に応じた指導方法・内容の改善及

び教員の授業力向上の支援 

○学力向上推進リーダー等の効果的な活用（各学校の課題解決に向けた授業改善の指導の充実） 

○先進校の取組や優れた授業実践事例等の情報収集・提供 

③ 学習環境の整備 

 ○各学校の課題解決に向けた加配教員等の取組の進行管理 

○調査結果をもとにした学びを促す学習環境づくりの推進 

 ○教育課程の円滑な接続や各教科等の専門性の向上に向けた校種間連携の具体的な取組支援 

④ 学習習慣の確立 

○生活リズムの定着や家庭学習の習慣化等に向けた保護者への啓発 

○コミュニティ・スクール等における学力に関する情報提供や取組の協議、地域人材による学習

支援等の各学校の取組支援 

市町教委 

 

① 学校の組織的な取組 

 ○年２回の検証改善サイクルを活用した取組の充実推進 

  ・学力定着状況確認問題の一斉実施 

   ・学力分析支援ツールの活用によるきめ細かな分析と課題解決に向けた取組支援 

    ・調査結果から把握した成果や課題、今後の取組等についての情報提供 

○国・県研究指定校の取組支援と成果の普及 

○市町教委との合同研修会による施策や学校の取組等の共通理解と情報交換 

○学校の課題に応じ、市町教委と連携した重点的・継続的な学校訪問と取組支援 

○コミュニティ・スクール等の仕組みを活用した組織的な学力向上体制の整備促進と効果的な事

例の積極的な普及 

② 指導方法の工夫改善 

○「やまぐち学習支援プログラム」の活用促進 

○各種研修会の充実による、キャリアステージや教科の専門性等に応じた教員の指導力向上支援 

○「授業づくりと評価の手引き【改訂版】」等の指導資料を活用した日常的な授業改善の取組推進 

○市町教委指導主事や学力向上推進リーダー等との情報共有と、各学校の課題解決に向けた支援 

○「学力向上だより」等による調査結果の分析や学力向上に向けた取組等の情報提供 

③ 学習環境の整備 

○全小・中学校の３５人学級化の継続及び学校の実情に応じた課題解決型の少人数指導の一層の充実 

○調査結果をもとにした学びを促す学習環境づくりの推進 

 ○教育課程の円滑な接続や各教科等の専門性の向上に向けた校種間連携に係る学校・市町教委の取組の支援 

④ 学習習慣の確立 

○新学習指導要領の趣旨に沿った「やまぐちっ子学習プリント」への改訂・整備と活用促進 

○学力分析支援ツール個人票の提供による学校と家庭との情報共有の支援 

○生活リズムの定着や家庭学習の習慣化等のため、広報誌やWEBページによる保護者への啓発 

 

☆ 「やまぐち型地域連携教育」の仕組み等を活用した地域ぐるみでの学力向上の取組の促進 

☆ 「学力向上推進フォーラム」の開催を通した社会総がかりによる学力向上の気運醸成 

県教委 


